
夕張岳産の隔離分布種について(1)

夕張岳か ')は、現在1までに、536稲1亜種

10変TLT3‐11ポi梅の種 千相物が記録されている

が、それらのうちで、同内において苦るし

い隔離分作iを示す ものがいくつかあります。

今IHIは、夕厳岳産の隔離分布梅について、

分類及び分布の概要竿を紹介します。

1  カ トウハコベ (Arellaria katoa1la

MAKINO)岩 子県 lff‐池llT山産の標本に基

づき、1905年、牧野信太郎博■により記載

すと表された日本回布種である。本重/j名ヽのka―

toanaは、牧野博 lfの後援格であり、山1宇

愛好家でもあった加藤奈明子爵に献名され

た。tt Hまでに、 とギ̂池Fll山のほか、鮮馬県

谷川岳、キ:仲山、北海道では夕張岳、 トッ

タベツ岳、チロロ岳、キリギシ山、高良野

内岳等の産が知られている。低山域では、

穂別妨i山 の蛇紋岩崩壊地にも産する。こ

れらの産地は、キ リギシ山が石f灰岩の岩塔

であるほかは蛇紋岩かカンラン岩の山で、

本府が超塩基性岩特メ|モ服物であることを示

している。田内産のArenaria属のものには

近縁種が策「1られていないので、恐 らく、梅

束寒帯域に分布する同属の成る種の ものと

共通起源のもので、超塩本性岩 (稀に石灰

岩)地 域に後水期残存し、北方域の種とは

異った分化をしたものと思われるが、明瞭

な近縁柾は不H月で
｀
ある。

192 8 1 1、館‖あ操博 |「は、アポイ岳産の も

のを狭策の変市立 lan c e o l a t a  T A K E W A K I

(アポイツズクサ)として十て別した。+池 峰

メ叫谷|卜丁 野 坂 志 朗

山のカトウハコベは、実の幅/葉 の長さの

比が平均0.53(0。45～0,65)、アポイ岳産の

ものの比は平均0.20(0.15～0.29)で ある。

夕張岳とトッタベッ子のものは、概 して両

格の中間型である。これらの関係は第 1図

に示すとおりである。

1は1 カ トウハコベの実幅/来 長 比

~~~~~十 一__→ 張のほ/求領 き

詳細については、本語の前身の 「えぞや

まはな」12号所載のfllPl文を御参照下さい。

高山帯産の ものは、花序が単生ないし貧

弱な集散花序で、 1■ 1～ 2花 で 3花 をつ

けるものは稀なのに対 し、穂別坊キ|||のも

のは、全体やや大形で集散花序 もやや発達

し、 1革 あたり3個 以 11の花をつけるもの

がかなり多い③

2 ナ ンブイヌナズナ (Draba japonica

MAXIMOWICZ)ソ ビエ トのマキシモウ ィ

ッチにより、須川長之助氏採集の早池峰山

産の標本に基づいて1876年記載発表された

H小 固有種である。Draba属 で黄花の日本

なi来斥張は、 1也に引L海道かデラ九州|まで`低地産
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のイヌナズナ (D.nemorosa L.)が あるの

みで、極束地域全体を通 じてナンブイヌナ

ズナの近縁種は知られていない。花時 5～

10cmで 1革 】11たり104同足 ',ずの小黄色花を

つけるこの中1秀な本直物の起源は謎に包まれ

ている。グリーンランドから北米ロッキー

山脈にかけて分布するD.aurea VAHLや 、

北米東部アパラチア山脈沿いに分布するD.

ramossisima DESV,が 近縁 と言われるが、

前者は果実に十i毛があり、後者の果実 も密

とはいえないが行毛であって、両者とも花

時には10～30cmの高さとなり、 1革 に15～

20花、時により多数花をつけるので、はる

かに小型で少数花、 しか も果笑が無毛のナ

ンブイヌナズナとは異なっている。なお、

D.ramOssisimaの 菜は概 して鋸歯がない。

カ トウハコベと同様に水期からの遺存種で、

わが回の超塩未性岩高|||に残存 し特殊な分

化を遂げたものと思われる。

3 ク モマユキノシタ (Saxifraga laci‐

niata NAKAI et TAKEDA)中 井猛之進

博士が北朝鮮 白頭山産の標本に基づいて

1941年に、一方、武田久吉博士が夕張岳産

と大雪山産の標本に基づいて1915年に、そ

れぞれ連名で記載発表 したものである。周

梅分布するS.stellaris L.に極めて近 く、

北朝鮮の ものは、既に1880年にSe stellaris

としてJAMESが 記録 していた。S.stella―

risは、花弁本部が急に細 まって柄に続き、

おは山～淡紫色、時に紫色であるのに対 し

て、クモマユキノシクの花弁本部は心朕lで

耳状に突出して柄につなが り、約は時赤色

である。クモマユキノシタは疑いもなくS.

stellarisと同起源の種であるが、IINl内では、

大モ山各所の高山荒原、ク張品の蛇紋岩小

礫地及びチロロ岳のカンランカ
II荒
原などの

限られた立地の疎群落構成す1として残存し

たものであろう。第 2図 は、クモマユキノ

シタの分布を示 したものであるが、分類 L

の詳細については、本誌創刊号所載のflWl文

を御参照下さい。

第2図  ク モマユキ/シ タの分布

クモマユキノシタのように、 H本 海をめ

ぐって、樺太～北海道 (利尻 ・礼文、大f

山、夕張 ・日高山脈)～ 本州高山～北朝鮮

高山、という分布型を示す ものに、ヒダカ

ソウとその近縁種すなわちカラフ トミヤマ

イチゲ (樺太)～ ヒダカソウ (アポイ!子・

夕張山脈の一部)～ キクダケソウ (北岳)

～ウメザキサバノオ (北朝鮮)の 例 もある

が、この様な分布は、大陸と陸続きであっ

た頃の古地理を思わせるものとして興味i宋

い。

4 ハ ゴロモグサ (Alchemilla japonica

NAKAIet HARA)木 梅は、はじめ、牧野

寓太郎博十が、卜1“馬Fi産の標本によってヨ

ーロッパのA.vulttaris L.に 当てて、ハゴ

ロモグサの和名 (央名 lady's mantle)を
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付して190 2年に [J本新産を報告 したもので

ある。第 3図 は、ヨーロッパの路傍の雑申

A.v u l g a r i sの1型 を示 した もので、ハ ッ

チンソン (19 5 5年)に よる。

第3 1XI Alchemilla vulttaris L.

第4図 は、現在までに矢「1らオしている本呑車

の分布jを示すものであるが、×印は 卜勝 11

妃別である。

第4 1Xl ハゴロモグサの分布

ヨーロッパからアジア北部にかけて広 く

雑草として分布するAlchemilla vulgatts

に近い種で、わが円に自生するAlchemllla

属‖任一の梅であるが、後水期に残存したも

のが 一部の高山で :1本田有種 となったもの

と思われる。 ところで、1983年8)Jに、沖

縄県立教育センターの佐久本徹氏が、十ム勝

L妃別のヤチカンバ林附近で本種と見られ

る植物 1個体を採集 した。この標本は、多

少やせ形でやや毛が少いが、ハゴロモグサ

と認定できるものである。その後、ヤチカ

ンタヾ (Betula Ovalifolia RUPRECHT=

B.tatewaki1 0HKI et S.恥 らヽTANABE)

林附近では見つけられていないが、 もし本

揮が 11更別をはじめヤチカンバ林に伴って

残存しているものならば、ヤチカンバの故

郷である満州東 ・北部、アムール、ウスリ

ー地方の植生 (ヤチカンバ=ヒ メォノオレ

を合む植生)の 精金が必要で、その結果ハ

ゴロモグサの山米が解明できるかもしれな

中畑

爾来、八ヶFI、北岳、荒川岳、赤石岳等

日本アルブスの話山の産が報t!子され、北海

道では夕張岳のたが原寛博十によって1937

年公表された。原博士は、ハゴロモグサが

ヨーロッパのA.vulgaris群のうちで細分

するとA.filicaulis BUSERに最 も近いが、

毒がより多毛で葉の切れこみが極めて浅い

別種であるとし、中片猛之進博士と連名で

11記の学名を与え、1937年にだ載発表した

ものである。ク張岳では、前述の 3種が蛇

紋ダ1崩壊地に生じているのに対し、本種は、

本峰尾根の 一部とガマ岩附近のみに生じ、

蛇紋イ|との岩
iしい関係が兄られない。

長らく北海道における,花地はク張岳のみ

であったが、渡辺定元 。14i藤謀i‖j氏によっ

て、1971年にキリギシ|11のたカヰ性告さ才した。
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い。花期でも日立たぬ色彩の多年卓なので、

今後産地が増加する由r能性 もある。

5 ウ ラジロキンバイ (Potentilla ni―

vea L.)典 型的同極分布種であり、わが田

では、本州中部の戸隅111及び北アルプス北

半と南アルプスの諸山に角lられるが、関東

以北の高山には兄られず、北海道では礼文

島 ・天塩岳 ・キリギシ山 ・夕張岳 ・定山,突

天狗岳 ・大平山に産する。明らかに水期以

来の遺存植物である。

夕張岳ではガマ岩の才i棚やデブ リの問に

生 じ、稀!iF子である。夕張岳の ものは、小東

がやや大型でモが少なく、鋸歯が粗大であ

ることから、変種エゾウラジロキンバイ (

V yuparensis A/11YABE et TATEミ 氏KI)

として1939年に記載発表されたが、母種 と

の間に判然とした区別を設定することは困

難である。定山浸天狗岳のもの もエソ
ド
ウラ

ジロキンバイ型とされており、キリギシ山

の ものは中間型のようである。

本種の北海道における分布は第 5図 のよ

うになる。

第5図 ウ ラジロキンバイのJL海道

におけるう)右j

6  リ シリゲンゲ (OxytrOpis canlpes一

tris DC ssp.rishiriellsis TOYOKUNI)

広 く周極分布をする0.callapestrisに梅

めて近いもので、は じめ松村任 i博十によ

り利尻岳産の標本に基づいて1901年にOxy―

tropis risiriensis MATSUMURAとして発

表された。0.cainpestrisとは、葉長が無毛

で果実 も無毛であることで区別され、別柾

とされたものである。ヨーロッパに小拠を

持つ0.campestrisは、かな り変共の幅が

広いので、 リシリゲングを0.campestris

その ものと兄る扱い方 (館】あ操博上、1934

年。ほか)も ある。その扱いをするなら、

水期の名残 りの 1種 が、住かに利ルと岳 ・ク

張岳及びニペソツ山の こか所に遺存してい

るということになる。

串同秀1夫博 とは、 リシリゲングを0.ca nl―

pestrisの北海道叶L種とみなし、標だの十名

を1975年に提示 した。清水建美博 十も同様

の考え方で、変種とする扱いを公表 してい

る。

夕張岳では、ガマ岩にたする。

次回は、ホソバウキミクリやタカネヒメ

スゲ等の日立たぬ姿の隔離分布種について

紹介 します。
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